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多彩なライフスタイルを描くまち 真庭�

真
庭
バ 
イ 
オ 
マ
ス
発
電
所
完
成

森
林
資
源

森
林
資
源
を
有
効
活
用

主
な
記
事

�平成��年度予算　　　　　Ｐ��～
�消費者月間　　　　　　　Ｐ��～
�市政トピックス　　　　　Ｐ��～
�お知らせワイド版　　　　Ｐ��～
�真庭が好きっ読者の広場　Ｐ��～
�ぐるっと真庭まちの話題　Ｐ��～

�月��日、未利用材を利用した木質バイオマス

発電所としては、国内最大級のバイオマス発電

所が完成しました。（�ページに関連記事）
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■
国
民
健
康
保
険

　

億
�
�
�
�
万
円

��

■
後
期
高
齢
者
医
療

�
億
�
�
�
�
万
円

■
介
護
保
険　

億
�
�
�
�
万
円

��

■
介
護
保
険
（
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
勘
定
）

�
�
�
�
万
円

■
簡
易
水
道
事
業

�
億
�
�
�
�
万
円

■
浄
化
槽
事
業

�
億
�
�
�
万
円

■
農
業
集
落
排
水
事
業

�
億
�
�
�
�
万
円

■
公
共
下
水
道
事
業

　

億
�
�
�
�
万
円

��

■
分
譲
宅
地
事
業

�
�
�
�
万
円

■
津
黒
高
原
観
光
事
業

�
�
�
�
万
円

■
ク
リ
エ
イ
ト
菅
谷
事
業

�
�
�
万
円

■
温
泉
事
業

�
億
�
�
�
�
万
円

　

真
庭
市
に
は　

の
特
別
会
計
が
あ

��

り
、
そ
れ
ぞ
れ
独
立
し
て
事
業
を
行

っ
て
い
ま
す
。

　

歳
入
で
は
、
市
税
が
雇
用
・
所
得
環

境
の
改
善
が
続
く
な
か
で
回
復
の
兆
し

が
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
前
年
度
に
対

し
�
・
� 
㌫ 
増
の　

億
�
�
�
�
万
円

��

を
計
上
。
一
方
、
地
方
交
付
税
は
、
普

通
交
付
税
の
合
併
特
例
措
置
期
間
が
終

了
し
今
年
度
か
ら
段
階
的
に
減
額
さ
れ

て
い
く
こ
と
を
考
慮
し
、
�
・
� 
㌫ 
減

の
�
�
�
億
�
�
�
�
万
円
を
計
上
し

て
い
ま
す
。
自
主
財
源
比
率
は
、
前
年

度
の　

・
� 
㌫ 
か
ら
改
善
し
、　

・
�

��

��

 
㌫ 
と
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
依
然
と

し
て
歳
入
の
約
半
分
を
占
め
て
い
る
地

方
交
付
税
や
国
庫
支
出
金
、
市
債
と
い

っ
た
依
存
財
源
に
頼
っ
て
い
る
状
況
に

変
わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。

自
主
財
源
は
わ
ず
か�

�
�
㌫

��

地
方
交
付
税
依
存
は
変
わ
ら
ず

特
別
会
計

 
一 
般
会
計
総
額
は
前
年
度
比
�
・
�
㌫ 
減
の

�
�
�
億
�
�
�
�
万
円
を
計
上

平成��年度

予 算
　

平
成　

年
度
当
初
予
算
は
、「
元
気
で
希
望
の
湧
く
真
庭
」
を
構
築
す
る
た
め
、
①
交
流

��

定
住
の
取
り
組
み
、
②
産
業
振
興
の
取
り
組
み
、
③
安
全
・
安
心
な
地
域
づ
く
り
、
④
未

来
を
担
う
人
づ
く
り
と
豊
か
な
文
化
づ
く
り
、
⑤
行
財
政
運
営
の
効
率
化
の
取
り
組
み
の

�
項
目
に
重
点
を
置
い
て
予
算
を
編
成
し
て
い
ま
す
。
今
年
度
か
ら
始
ま
る
地
方
交
付
税

（
普
通
交
付
税
）
の
減
額
に
よ
っ
て
予
想
さ
れ
る
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
で
、
健
全
な
財
政

運
営
を
持
続
的
に
行
っ
て
い
く
こ
と
を
考
慮
し
た
結
果
、
一
般
会
計
の
予
算
規
模
は
、
前

年
度
に
対
し
て
�
・
�
㌫ 
減
の
�
�
�
億
�
�
�
�
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

�問
 
　

総
務
部
財
政
課　

℡（
�
�
�
）�
�
�
�

性質別 歳入歳入

分担金および�
負担金�
3億2,832万円�
（1.1％�）�

その他�
1億3,940万�円�
（0.5％�）� 使用料�

および手数料�
3億9,463万円�
（1.4％�）� �

財産収入�、�
繰入金など�
7億9,538万円�
（2.7％�）� �

市税 �
48億7,938万�円�（16.7%�）�

市債�
38億3,960万円�
（13.2％�）�

県支出金�
15億3,468万円�
（5.3％�）�

国庫支出金�
21億2,808万円�
（7.3％�）�

地方譲与税�
2億4,570万�円�（0.8％�）�

地方消費税交付金�
5億8,700万�円�（2.0％�）�

地方交付税�
142億7,383万円�
（49.0％�）�

歳入�
291億�

4,600万�円�

 　自主財源�
（2�1�.�9％�）�

依存財源�
（78.1％�）�

※（  ）内は構成比�
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歳
出
を
性
質
別
に
見
る
と
、
投
資
的

経
費
は
、
普
通
建
設
事
業
費
が
庁
舎
建

設
事
業
（
落
合
地
域
総
合
セ
ン
タ
ー
）

の
事
業
費
な
ど
の
減
少
に
よ
り
、
前
年

度
に
対
し
て　

・
�
㌫ 
減
の　

億
�
�

��

��

�
�
万
円
を
計
上
。
ま
た
、
そ
の
他
で

は
、
積
立
金
が
ふ
る
さ
と
納
税
の
増
額

を
見
込
ん
で
い
る
こ
と
や
、
一
般
会
計

か
ら
特
別
会
計
へ
の
繰
出
金
の
増
加
な

ど
に
よ
り
、
�
・
�
㌫ 
増
の　

億
�
�

��

�
�
万
円
を
計
上
し
て
い
ま
す
。
特
別

会
計
に
対
す
る
繰
出
金
は
年
々
増
加
傾

向
に
あ
り
、
財
政
の
硬
直
化
を
招
く
恐

れ
が
あ
り
ま
す
。
一
般
会
計
、
特
別
会

計
と
も
に
健
全
財
政
を
確
保
し
て
い
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。

特
別
会
計
へ
の
繰
出
金
が
増
加

財
政
の
健
全
化
が
課
題

■
農
業
共
済
事
業

�
億
�
�
�
�
万
円

■
水
道
事
業　

億
�
�
�
�
万
円

��

■
国
民
健
康
保
険

　

湯
原
温
泉
病
院
事
業

　

億
�
�
�
�
万
円

��

　

自
治
体
で
も
収
益
が
認
め
ら
れ
て

い
る
の
が
公
営
企
業
会
計
。
真
庭
市

に
は
�
つ
の
会
計
が
あ
り
ま
す
。

公
営
企
業
会
計

性質別 歳出歳出

今年度の予算や事業内容

などについては、広報真

庭別冊「平成��年度 真庭

市の仕事と予算」に掲載

していますので、そちらも

合わせてご覧ください。

人件費� �
62億878万円�
（21.3％�）�

維持補修費�
4億7,398万�円�
（1.6％�）�

扶助費�
29億8,947万円�
（10.3％�）�

公債費�
38億7,331万円�
（�13.4％�）�

物件費�
42億274�万�円�
（14.4�％�）�

補助費等�
32億7,067万�円�（11.2％�）� �

普通建設事業費�
43億5,357万円�
（14.9％�）� �

災害復旧事業費�
1,140�万円�
（0.1％未満�）�

積立金など�
2億3,726円�
（0.8％�）�

歳出�
291億�

4,600万�円�

義務的�
経費�
（45.0％�）�

消費的�
経費�
（27.2％�）�

投資的�
経費�
（14.9％�）�

その他�
（12.9％�）�

繰出金�
  �35億�2,482万�円�（12.1％�）�

※（  ）内は構成比�

今年度に真庭市が
取り組む事業は？
　平成��年度、国は地方創生を進め
る方向性を示し、地方で先行して取
り組む活性化事業と住民生活の支援
に直接つながる事業を行うための補
正予算を計上しました。真庭市はこ
の動きにいち早く対応し、�月補正
予算で事業費を計上。今年度に繰り
越しました。
　真庭市では、この平成��年度�月
補正予算で行う事業と平成��年度当
初予算で行う事業で、今年度のまち
づくりを進めていきます。

平成��年度�月補正予算
■まち・ひと・しごと創生
　総合戦略先行事業（��事業）
・地方版総合戦略策定事業
・里山真庭の森林づくり推進事業
・交流推進事業
・シティプロモーション事業
・子どもの生活支援事業　など

■消費喚起・生活支援型事業（�事業）
・高齢者運転免許証自主返納支援事業
・プレミアム商品券事業　など

平成��年度当初予算

■主要事業
・全国水源の里シンポジウム
・商工業振興対策事業費補助金
・生活困窮者自立支援事業
・各種がん検診事業
・認定こども園施設整備事業
・Ｉ ＣＴ環境推進事業
・固定資産台帳作成事業　など

広報真庭別冊
「真庭市の仕事と予算」
もご覧ください



相談件数の推移�

年代別の契約件数�

平成26年 商品・サービス別件数（上位10）�
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平
成　

年
の
特
殊
詐
欺
（
振
り

��

込
め
詐
欺
と
そ
れ
に
類
似
す
る
手

口
の
詐
欺
の
総
称
）被
害
総
額
は
、

全
国
で
約
�
�
�
・
�
億
円
と
、

初
め
て
�
�
�
億
円
を
超
え
、
過

去
最
悪
を
更
新
し
て
い
ま
す
。
岡

山
県
で
も
、
特
殊
詐
欺
の
被
害
額

は
約
�
・
�
億
円
と
、
依
然
と
し

て
厳
し
い
状
況
で
す
。

　

し
か
し
、
こ
の
数
値
は
、
警
察

に
被
害
届
が
出
さ
れ
た
被
害
の
み

の
数
値
で
あ
り
、
実
際
に
は
、
こ

れ
を
は
る
か
に
上
回
る
も
の
と
考

え
ら
れ
ま
す
。

　

平
成　

年
度
の
真
庭
市
内
の
相

��

談
受
付
件
数
は
、
�
�
�
件
と

年
々
増
加
し
て
い
ま
す
。
年
代
別

で
は
、　

歳
以
上
の
人
か
ら
の
相

��

談
が
一
番
多
く
、
電
話
や
訪
問
で

の
勧
誘
、
通
信
販
売
な
ど
で
ト
ラ

ブ
ル
に
巻
き
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

商
品
・
サ
ー
ビ
ス
別
の
相
談
件
数

は
、
不
審
電
話
や
架
空
請
求
は
が

き
な
ど
、
何
の
契
約
か
不
明
な
も

の
の
「
商
品
一
般
」
が
一
番
多
く

な
っ
て
い
ま
す
。

特
殊
詐
欺
被
害
額
が
過
去
最
悪

真
庭
市
の
相
談
状
況
は

　

�
月
は
消
費
者
月
間
で
す
。
消
費
者
、
事
業
者
、
行
政
、
み
ん
な
で
連
携
し
、
消
費

者
が
主
役
と
な
っ
て
選
択
・
行
動
で
き
る
社
会
を
作
り
ま
し
ょ
う
。
真
庭
市
の
相
談
状

況
な
ど
に
つ
い
て
、
真
庭
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
相
談
員
井
原
直
美
さ
ん
に
お
話
を
聞

き
ま
し
た
。

み
ん
な
で
つ
く
ろ
う
！

消
費
者
が
主
役
の
社
会　
!!

真庭市消費生活センター

相談員   井  原  直 美   さん
い はら なお み

　市内各地、各学校で行っている「消費生活出
前講座」の申し込みを随時受け付けています。
消費者被害に遭わないために、トラブルを防ぐ
ために一緒に学んでみませんか。
　サロン、自治会など、少人数のグループでも
受け付けていますので、日程が決まったら、真
庭市消費生活センターにお電話ください。
※予約は日程の�週間前までにお願いします。

��������
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消費生活相談Q & A

困ったらここに相談
真庭市消費生活センターにご相談ください。専門相談員が、解決に向けて一緒に考えます。
出前講座のお申し込みもお待ちしています。

相談受付時間　月曜日～金曜日　�：��～��：��　��：��～��：��（受付時間が延長になりました）

��������	�

�	 （いいな！ にっこり ！ と覚えてください）
土・日の場合　岡山県消費生活センター　�：��～��：��　�������������
祝日の場合　   国民生活センター　��：��～��：��　��：��～��：��　�����������	��

Ｑ：「あなたの個人情報が漏れているので削除してあげる。」と
消費生活センターから電話がかかってきた。どうすればいいで
すか？

Ａ：警察、消費生活センター、銀行協会などの信用のある公的機
関などをかたって電話をかけ、お金をだまし取ろうとする振り込
め詐欺の手口の一種で、被害の相談が急増しています。公的機
関などが「個人情報を削除してあげる」などと電話をすること
は絶対にありません。相手にせずにすぐ電話を切ってください。

Ｑ：パソコンで無料のアダルト動画サイトで、「��歳以上」を
クリックすると、登録完了と表示され、高額な料金を請求する
と書いてあった。払わなければいけませんか？自分の個人情報
が知られましたか？

Ａ：サイトにアクセスしただけでは個人情報は知られません。
慌ててサイト業者に連絡を取ると、それが自分のメールアドレ
スや電話番号などの情報を知らせることになります。また、サ
イト上に有料であるとの明示がない場合、後から料金を請求さ
れても応じる必要はありません。請求は無視して、自分からは
絶対に連絡しないでください。

Ｑ：知らない業者がやってきて、床下の無料点検をしてくれた。
点検の結果「土台が腐っている。」などと工事を勧めてきた。
思わず高額なリフォーム工事の契約をしてしまったが、今から
契約をやめることはできますか？

Ａ：契約書を受け取った日から�日間は、クーリング・オフが
できます。クーリング・オフにより契約がなかったことにでき
るため、お金を払っていた場合は、全額返金してもらえ、工事
が完了していても業者負担で元に戻してもらえます。そもそも
頼んでもいないのに点検にくること自体がおかしいことです。
もし�日間が過ぎていても解約したい場合は、真庭市消費生活
センターにご相談ください。
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トピックス�

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
本
部

真
庭
の
未
来
を
考
え
る

本部員の部局長級職員の前であいさつをする市長

　

�
月
�
日
、
�
回
目
と
な
る
真
庭
市
ま

ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
本
部
会
議
が
市

役
所
本
庁
舎
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
部
局
長

級
職
員
で
構
成
さ
れ
た
こ
の
本
部
は
、
人

口
減
少
に
対
応
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
考
え

て
い
く
も
の
で
、
雇
用
創
出
や
交
流
・
定

住
、
子
育
て
・
教
育
、
都
市
づ
く
り
の
部

会
を
つ
く
り
、
具
体
的
な
政
策
形
成
を
行

っ
て
い
き
ま
す
。
今
後
、
有
識
者
か
ら
の

意
見
聴
取
や
市
民
会
議
と
の
意
見
交
換
・

提
言
を
経
て
、
�
月
を
め
ど
に
総
合
戦
略

を
策
定
し
ま
す
。

　

�
月　

日
、
官
民
出
資
の
真
庭
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
株
式

��

会
社
が
建
設
し
た
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
所
の
竣
工
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。こ
の
発
電
所
の
出
力
は
�
万
キ
ロ
ワ
ッ
ト（
年

間
発
電
量
は
一
般
家
庭
約
�
万
�
千
世
帯
の
消
費
量
に
相

当
）
で
、
未
利
用
材
を
主
燃
料
に
し
た
木
質
バ
イ
オ
マ
ス

発
電
所
で
は
国
内
最
大
級
。
式
に
は
国
や
県
、
市
の
関
係

者
ら
約
�
�
�
人
が
出
席
。
今
井
敏
林
野
庁
長
官
、
太
田

市
長
ら
�
人
が
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
を
し
た
後
、
同
社
の
中
島

浩
一
郎
社
長
が
ボ
イ
ラ
ー
に
火
入
れ
を
し
、
発
電
所
が
稼

働
し
ま
し
た
。

バイオマス発電所竣工式

真庭から地地方創生の一歩を

写真上：テープカットを行う来賓や関係者
写真左：ボイラーに火入れをする中島社長

市
営
Ｃ
Ｌ 
Ｔ
春
日
住
宅
完
成
見
学
会

Ｃ
Ｌ 
Ｔ 
市
営
住
宅
が
竣
工

完成を祝うテープカットを行う関係者

　

�
月　

日
、
昨
年　

月
か
ら
着
工
し
て

��

��

い
た
、
�
階
建
て
の
「
市
営
Ｃ
Ｌ
Ｔ
春
日

住
宅
」
が
完
成
し
、
竣
工
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
式
で
は
太
田
市
長
や
建
築
業
者
ら

が
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
を
行
い
住
宅
の
完
成
を

祝
い
ま
し
た
。
式
後
、見
学
会
が
開
か
れ
、

近
隣
住
民
な
ど
約
�
�
�
人
が
参
加
。
市

の
担
当
者
か
ら
、「
Ｃ
Ｌ
Ｔ
断
熱
性
や
耐
火

性
、
防
音
性
な
ど
に
優
れ
て
い
る
」
な
ど

説
明
を
受
け
て
い
ま
し
た
。
Ｃ
Ｌ
Ｔ
を
主

な
構
造
材
と
し
た
公
営
の
�
階
建
て
住
宅

は
日
本
全
国
で
初
め
て
で
す
。
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追
手
門
学
院
包
括
連
携
協
定

県
外
の
学
校
と
初 
の
協
定

　

�
月
�
日
、
学
校
法
人
追
手
門
学
院
と

の
連
携
協
定
に
関
す
る
協
定
締
結
式
が
、

休
暇
村
蒜
山
高
原
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
協

定
に
は
、
人
的
交
流
の
促
進
、
知
的
物
的

資
源
の
相
互
活
用
、
ま
ち
づ
く
り
事
業
の

実
施
と
い
っ
た
項
目
を
盛
り
込
ん
で
い
ま

す
。
真
庭
市
は
追
手
門
学
院
の
研
究
デ
ー

タ
を
利
用
す
る
ほ
か
、
県
外
の
若
者
に
真

庭
の
魅
力
を
Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と
を
想
定
。
学

院
は
真
庭
を
学
生
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

の
場
と
し
て
い
く
予
定
で
、
具
体
的
な
取

り
組
み
は
今
後
決
定
し
て
い
き
ま
す
。

協定締結後、握手を交わす市長と坂井東洋男学院長

真庭市営住宅整備検討委
員会から市営住宅の今後
の方針について、若者に
配慮した住宅整備などを
市に答申しました。市営
住宅の多くが耐用年数の
��年を超過している現状
を見直すため同委員会に
諮問していました。

������市営住宅の現状を見直すために

こんにちは！�こんにちは！�
から�市 長 室 �

地域と行政で支える高齢化社会

　高齢化社会が到来する中で、平成��年に介護を

社会化する画期的なものとして、介護保険制度が

実施されました。しかし、この��年間で介護費用総

額は�倍に増大し、当然ながら介護保険者である

��歳以上の保険者負担額も増加しています。真庭

市では��歳以上の月額保険料（基準額）が、平成��

年度の�����円から平成��年度には�����円にな

り、心苦しい限りです。それでも県内全市町村では

低い方から�番目（最高は�����円）で、��ある市の

中では最も低い額です。今後、介護サービスを維持

しながら、負担をどうするか。妙案はなく、健康長

寿を目指すことや、地域で支え合いできる限り在

宅暮らしができる生活環境を整備することが大切

でしょう。市民と真庭市の連携で、少ない個人負担

で豊かな高齢化社会を築いていきたいものです。

落
合
中
学
校
新
改
築
落
成
記
念
式
典

新
し
い
学
び
舎
が
完
成

式典には生徒・関係者約���人が出席

　

�
月　

日
、
落
合
中
学
校
新
改
築
落
成

��

記
念
式
典
が
同
中
学
校
体
育
館
で
行
わ
れ

ま
し
た
。
式
典
に
は
生
徒
や
関
係
者
な
ど

約
�
�
�
人
が
出
席
し
、太
田
市
長
が「
友

情
を
深
め
な
が
ら
勉
学
や
運
動
に
励
み
、

落
合
中
学
校
の
歴
史
に
新
た
な
�
ペ
ー
ジ

を
刻
ん
で
ほ
し
い
」
と
あ
い
さ
つ
。
新
し

い
中
学
校
は
、
校
舎
や
技
術
棟
、
屋
内
運

動
場
に
真
庭
産
の
ス
ギ
や
ヒ
ノ
キ
を
ふ
ん

だ
ん
に
使
用
し
て
い
ま
す
。
新
し
い
学
び

舎
に
生
徒
た
ち
は
「
明
る
い
」、「
き
れ
い
」

と
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

岡山県議会議員選挙

開票結果
　�月��日に行われた、岡山県議会議員選挙（真庭
市・真庭郡選挙区）の開票結果をお知らせします。

○当日有権者数　������人
○投票総数　　　������人
○投票率　　　　�����％
○候補者別得票数（獲得票数の順）
　河野慶治 　　������票（新庄村含む）
　浅野　実 　　������票（新庄村含む）
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運転免許証自主返納支援事業高齢者の皆さんへ
お知らせワ イ ド
���������	����
����

　真庭市内に住民登録している��歳以上の人で、全ての運転免許証を岡山県警察に自主返納し、

「おかやま愛カード」を持っている人に、真庭市コミュニティバスまにわくんの回数乗車券を給

付します。申請は「おかやま愛カード」と印鑑をお持ちのうえ、くらし安全課または各振興局

地域振興課で手続きをしてください。 �問   生活環境部くらし安全課　御船　  ℡ �-��-����

回 数乗車券
を給付 します

自分の運転に自信がなくなってきた…
　　　　　家族に運転が心配と言われた…

運転免許証の自主返納を考えてみませんか？

回数乗車券給付申請の流れ

おかやま愛カードを申請
「おかやま愛カード」を持っていない人は、警察署または岡山県運転免

許センターで申請を行ってください。詳しくはお問い合わせください。

■対象者　

岡山県内に在住している��歳以上の人で、下記のいずれかに該当する人

①運転免許証を自主返納する人　

②すでに運転免許証を自主返納している人

③運転免許の有効期限が切れている人

④病気により取消処分を受けた人

まにわ くんの回数乗車券給付申請
「おかやま愛カード」が手元に届いたら、「おかやま愛カード」と印鑑を持参し

て、まにわくんの回数乗車券の給付手続きを行ってください。

運転免許証を返納した後は、歩く機会や自転車に乗る機会が増えると思

います。申請すると夜光タスキも合わせて進呈しますので、夜間外出す

る際は、ぜひご利用ください。

■受付場所　くらし安全課または各振興局地域振興課

■回数乗車券給付数　�冊（�冊当たり���円×��枚つづり）

■対象者

真庭市内に住民登録されている��歳以上の人で、すべての運転免許証を

岡山県警察に自主返納し「おかやま愛カード」を持っている人

� �問    真庭警察署  交通課　℡����-��-����
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資格取得を補助します図書館司書を目指しませんか
お知らせワ イ ド
���������	����
����

���������	
���
　真庭市では一層の図書サービス向上を目的とし、公的機関などが開設する司書資格取得の

ための講習・講座を受講して司書資格を取得した場合、その受講料の一部を予算の範囲内で

補助する制度を創設しました。詳しくはお問い合わせください。 

�問   教育委員会生涯学習課　田中　  ℡ �-��-����

補助交付対象
　� 市内に住所を有する個人であること

　� 納期の到来した市税を完納していること

補助要件（全て満たす人が対象）
　� 司書資格取得講習・講座（通信・通学ともに可）を受講し、司書資格を取得した人

　� 司書資格取得後、「まにわ本クラブ」に登録し、真庭市立図書館のサポートができる人

　※�年以上、月�回程度

補助対象経費
　� 司書資格取得講習または講座にかかる受講料・テキスト代

　　 ※ただし、受講にかかる旅費、宿泊費、スクーリング費用は対象外となります。

補助率
　� 補助対象経費の�／�以内

　　 ※�人当たりの補助上限額��万円、�����円未満切り捨て

手続きの流れ
　① 受講前にお申し出ください

　　 下記書類を、講習会または通信教育の開始日前日までに提出してください。

　　 ��申出書

　　 ��募集要項および受講料が明記された書類（写し）

　　 ��その他、教育委員会が特に必要と認める書類

　② 資格取得後に提出してください

　　 下記書類を、資格取得後に提出してください。

　　 ��補助金等交付申請書

　　 ��司書資格を取得したことを証する書類（写し）

　　 ��受講料・テキスト代の領収がわかる書類（写し）

　　 ��市税の完納証明書

　　 ��その他、教育委員会が特に必要と認める書類
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みんなで盛り上げましょう真庭市制施行��周年をＰＲ
お知らせワ イ ド
���������	����
����

　真庭市は、平成��年�月に市制施行��周年を迎えました。真庭市制施行��周年記念事業として、
皆さんの行事やイベントに冠を付けて開催しませんか。応募をお待ちしています。 

�問   総務部総務課　道下　  ℡ �-��-����

給付金が支給されます増税に伴う措置
お知らせワ イ ド
���������	����
����

真庭市制施行 ����周年記念

皆さんの行事やイベントにご活用ください。

冠事業��

■対象　
　市内の公共団体、市民団体などにおいて実施される事業（共催、後援事業
など）であって、次の方針に合う行事やイベントであると市が認めるもの
・市民の一体感を醸成し、ふるさとへの愛着が高まるもの
・真庭市の魅力を市内外に発信し、地域振興につながるもの

■お願い　
　行事やイベントの名称に「真庭
　市制施行��周年記念事業」 と
　付けてください

のぼりなどの物品の貸し出しや、真庭市制施
行��周年記念版まにぞうのデータを提供しま
す。詳しくは総務課へお問い合わせください。

臨
時
福
祉
給
付
金

■
支
給
対
象
者

　

平
成　

年
�
月
�
日
（
基
準
日
）
に

��

お
い
て
真
庭
市
に
住
民
登
録
さ
れ
て
い

る
人
で
、
平
成　

年
度
分
市
民
税
（
均

��

等
割
）
が
課
税
さ
れ
て
い
な
い
人
（
市

民
税
が
課
税
さ
れ
て
い
る
人
の
扶
養
親

族
、
生
活
保
護
の
被
保
護
者
な
ど
を
除

く
）

■
支
給
額

支
給
対
象
者
�
人
に
つ
き
�
千
円

（
加
算
措
置
な
し
）

■
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

�
月
下
旬
申
請
書
送
付→

�
月
申
請
受

付
開
始→

　

月
支
給
開
始

��

■
問
い
合
わ
せ
先　

福
祉
課　

三
船
・
難
波

℡（
�
�
�
）�
�
�
�

子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金

■
支
給
対
象
者

　

平
成　

年
�
月　

日（
基
準
日
）に
お

��

��

い
て
真
庭
市
に
住
民
登
録
さ
れ
て
い
る

人
で
、
児
童
手
当
（
特
例
給
付
を
除
く
）

の
受
給
者
お
よ
び
要
件
を
満
た
す
人

■
対
象
児
童　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

基
準
日
に
お
い
て
支
給
対
象
者
の
平

成　

年
�
月
分
の
児
童
手
当
（
特
例
給

��
付
を
除
く
）
の
対
象
と
な
る
児
童
（
臨

時
福
祉
給
付
金
対
象
者
な
ど
を
含
む
）

■
支
給
額

対
象
児
童
�
人
に
つ
き
�
千
円

■
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

�
月
申
請
書
送
付 →

�
月
申
請
受
付
開

始→

　

月
支
給
開
始

��

■
問
い
合
わ
せ
先  
子
育
て
支
援
課  
樋
口

℡（
�
�
�
）�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	



�
��
�
�
�
�
�
	


�
�


　

平
成　

年
�
月
か
ら
の
消
費
税
率
引
き
上
げ
の
緩
和
措
置
と
し
て
、
�
回
限
り

��

�
つ
の
給
付
金
の
支
給
を
行
い
ま
す
。
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
は
詳
細
が
決
ま

り
次
第
、
広
報
紙
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

配
偶
者
か
ら
の
暴
力
を
理
由
に
避
難
し
て
い
る
場
合

　

事
情
に
よ
り
、
基
準
日
ま
で
に
住
民
票
を
移
す
こ
と
が
で
き
な
い
人
で
、
一
定

の
要
件
を
満
た
す
人
は
、
扶
養
関
係
に
関
わ
ら
ず
、
今
実
際
に
お
住
い
の
市
町
村

で
支
給
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
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住宅耐震ホップ・ステップ・ジャンプも しもに備えて
お知らせワ イ ド
���������	����
����

�
�
�
�
�
�
�
�
�

　

真
庭
市
で
は
、
も
し
も
の
と
き
に
備
え
、
木
造
住
宅
な
ど
の
耐
震
診
断
（
ホ
ッ

プ
）、
診
断
後
の
補
強
計
画
（
ス
テ
ッ
プ
）、
補
強
計
画
に
基
づ
い
た
耐
震
改
修
工

事
（
ジ
ャ
ン
プ
）
に
か
か
る
費
用
に
つ
い
て
、
そ
の
一
部
を
補
助
し
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。　

�問
 
　

建
設
部
都
市
住
宅
課　

池
田　

℡（
�
�
�
）�
�
�
�

　

支
援
の
対
象
と
な
る
建
築
物
は
、

昭
和　

年
�
月　

日
以
前
に
建
築
さ

��

��

れ
た
�
階
建
て
以
下
の
木
造
住
宅
な

ど
で
す
。
�
戸
当
た
り
の
耐
震
診
断

に
か
か
る
自
己
負
担
額
は
、
�
千
円

で
す
。（
延
床
面
積
に
よ
り
負
担
額
が

異
な
り
ま
す
）
ま
た
、
自
治
会
や
自

主
防
災
組
織
が
主
催
す
る
、
耐
震
に

つ
い
て
の
講
習
会
に
専
門
家
の
講
師

を
招
い
て
、
耐
震
化
の
必
要
性
や
対

策
手
法
、
支
援
策
と
そ
の
活
用
の
手

続
き
な
ど
に
つ
い
て
講
習
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

「
建
築
物
の
耐
震
改
修
の
促
進
に

関
す
る
法
律
」
の
改
正
が
平
成　

年
��

　

月　

日
に
施
行
さ
れ
、
昭
和　

年

��

��

��

�
月　

日
以
前
に
着
工
し
た
建
築
物

��

で
あ
っ
て
、
不
特
定
多
数
の
人
が
利

用
す
る
建
築
物
な
ど
の
う
ち
、
そ
の

後
の
法
令
改
正
や
都
市
計
画
変
更
な

ど
に
よ
っ
て
現
行
法
に
対
し
て
不
適

格
な
部
分
が
生
じ
た
建
築
物
で
、
左

表
の
要
件
に
該
当
す
る
建
築
物
（
特

定
既
存
耐
震
不
適
格
建
築
物
）
の
所

有
者
は
、
耐
震
診
断
の
実
施
に
努
め

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

耐
震
診
断
費
用
の

 
一 
部
を
補
助
し
ま
す

大
規
模
建
築
物
の
耐
震
診
断

が
義
務
化
さ
れ
ま
し
た

◎耐震診断が義務付けされた施設

規模
（階数および面積）

建築物の用途

階数�および床面積の
合計�� ���㎡ 以上

病院、店舗、旅館など

階数�以上および床面
積の合計�� ���㎡ 以上

老人ホーム、老人短期入
所施設、福祉ホームなど

政令で定める数量以上
の危険物を貯蔵または
処理する全ての建築物

一定以上の危険物の貯
蔵場または処理場の用
途に使用する建築物

正確に重さを量るために� 年に一度の定期検査
お知らせワ イ ド
���������	����
����

　取引や証明に使われる計量器(はかり)、分銅およびおもりは�年に�度の定期検査を受けるこ
とが義務付けられています。該当するはかりを使用している人は、市内いずれかの会場へ該当計
量器を持参し、受検してください。　 �問   産業観光部産業政策課　稲田　  ℡ �-��-����

計量器定期検査を受検 しまし ょ う

※料金は種類によって異なります。持ち運べない計量器は、後日計量士が伺いますのでご連絡ください。

会場時間日にち地区

落合振興局
��：��～��：���月�日�

　　～�日�
落合

��：��～��：��

北房振興局
��：��～��：��

�月�日�北房
��：��～��：��

市役所本庁舎
��：��～��：���月�日�

　　～�日�
久世

��：��～��：��

勝山保健福祉
センター

��：��～��：���月�日�
　　～�日�

勝山
��：��～��：��

湯原振興局
��：��～��：��

�月��日�湯原
��：��～��：��

蒜山振興局
��：��～��：���月��日�

　　～��日�
蒜山

��：��～��：��
美甘振興局��：��～��：�� �月��日�美甘
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予備日程のお知らせ忘れずに接種を
お知らせワ イ ド
���������	����
����

特別弔慰金支給戦後��周年
お知らせワ イ ド
���������	����
����

　生後��日以上の犬には、年に�回の狂犬病予防注射が義務付けられています。予備日程をお知
らせしますので、まだお済みでない人はお越しください。なお、動物病院などで接種し、注射済
票の交付を受けていない場合は、環境課または各振興局の窓口まで「狂犬病予防注射済証」をお持
ちいただき、必ず注射済票の交付を受けてください。 �問   生活環境部環境課　牧　  ℡ �-��-����

狂犬病予防注射はお済みですか？

● �月��日�【北房・落合】
 ��：��～��：��　なかつい陣屋駐車場
 ��：��～��：��　コスモスドーム
 ��：��～��：��　ＪＡびほくライスセンター（上水田）
 ��：��～��：��　水田新町消防器庫　
 ��：��～��：��　関コミュニティハウス
 ��：��～��：��　ＪＡまにわ美川支所
 ��：��～��：��　鹿田公民館
 ��：��～��：��　旧ＪＡまにわ下方事業所
● �月��日�【落合】
 �：��～ �：��　ＪＡまにわ上河内支所
 ��：��～��：��　下河内コミュニティハウス
 ��：��～��：��　西原中国道ボックス
 ��：��～��：��　太田集会所
 ��：��～��：��　津田コミュニティハウス
 ��：��～��：��　古見ふれあいの館

 ��：��～��：��　天津小学校
 ��：��～��：��　落合振興局
● �月��日�【久世・勝山】
 �：��～��：��　目木勤労者研修センター
 ��：��～��：��　久世公民館
 ��：��～��：��　勝山月田公民館
 ��：��～��：��　勝山富原公民館
 ��：��～��：��　勝山振興局
● �月��日�【湯原・美甘】
  �：��～��：��　湯原振興局
 ��：��～��：��　湯原健康増進センター
 ��：��～��：��　美甘振興局
● �月��日�【蒜山】
 ��：��～��：��　中和体育館
 ��：��～��：��　蒜山振興局庁舎裏車庫
 ��：��～��：��　川上出張所（川上保健センター）

○支給対象者
　戦没者等の死亡当時の遺族で、平成��年�月�日（基準日）において、「恩給法による公務扶
助料」や「戦傷病者戦没者遺族等援護法による遺族年金」などを受ける人（戦没者等の妻や父
母など）がいない場合に、次の順番による先順位の遺族一人に支給
　��平成��年�月�日までに戦傷病者戦没者遺族等援護法による弔慰金の受給権を取得した人
　��戦没者等の子
　��戦没者等の①父母　②孫　③祖父母　④兄弟姉妹
　※戦没者等の死亡当時、生計関係を有していることなどの要件を満たしているかどうかにより、
　　順番が入れ替わります。
　��上記�～�以外の戦没者等の三親等内の親族（甥、姪など）
　※戦没者等の死亡時まで引き続き�年以上の生計関係を有していた人に限ります。
○支給内容　額面��万円、�年償還の記名国債
○請求期間　平成��年�月�日まで
　※請求期間を過ぎると第十回特別弔慰金を受けることができなくなりますので、ご注意ください。
○請求窓口　福祉課および各振興局地域振興課

戦没者等のご遺族の皆さ まへ
　戦後��周年に当たり、今日の日本の平和と繁栄の礎となった戦没者等の尊い犠牲に思いをい
たし、改めて弔慰の意を表するため、戦没者等の遺族に特別弔慰金（記名国債）を支給するも
のです。詳しくは、お問い合わせください。 �問   健康福祉福祉課　河本　  ℡ �-��-����
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軽減措置に係る所得基準後期高齢者医療保険
お知らせワ イ ド
���������	����
����

軽減措置に係る所得基準国民健康保険
お知らせワ イ ド
���������	����
����

※�割軽減の基準に変更はありません。
※被保険者数および総所得額には、同じ世帯の中で国民健康保険の被保険者から後期高齢者医療の被保険者に移行し
た人を含みます。

���������������	
��
　国民健康保険税は低所得世帯の負担を軽減するため、世帯主および国保加入者の総所得額が一定基
準以下の場合、「均等割額」と「平等割額」について�・�・�割軽減されます。物価上昇などの経済動向を
ふまえ平成��年度税制改正において�割・�割軽減対象基準範囲が以下のとおり拡大されました。

�問   総務部税務課　古林・鈴木　  ℡ �-��-����

●医療保険分　　　　��万円から��万円
●後期高齢者支援分　��万円から��万円
●介護保険分　　　　��万円から��万円

��������	
　被保険者間の保険税負担の公平を確保し、財政基盤
の安定化を図るため、平成��年度税制改正により国民健
康保険税の課税限度額が右のとおり改正されました。

���������������	
�
　後期高齢者医療保険料のうち、被保険者全員が負担する「均等割額」は、世帯主およびその世帯の
被保険者の合計総所得金額に応じて軽減されます。物価変動などの経済動向を踏まえ、平成��年度か
ら�割軽減と�割軽減の対象となる所得基準範囲が以下のとおり拡大されました。

�問   生活環境部市民課　西　  ℡ �-��-����

�割
軽減

見直し前の所得基準範囲

��万円＋ ����万円×被保険者数

見直し後の所得基準範囲

��万円＋��万円×被保険者数�

�割
軽減

見直し前の所得基準範囲

��万円＋��万円×被保険者数

見直し後の所得基準範囲

��万円＋��万円×被保険者数�

※均等割額は、世帯（被保険者と世帯主）の総所得金額などが、�割軽減、�割軽減の場合に軽減判定されます。

＋

保険料額の算出方法

������円

均等割額
年間保険料
��万円
が上限

　　
所得割率
�． ��％×－ ＝基礎控除額

��万円
総所得金額など

（所得割額）

※�割軽減と�割軽減の基準に変更はありません。

�割
軽減

見直し前の所得基準範囲

��万円＋����万円×被保険者数

見直し後の所得基準範囲

��万円＋��万円×被保険者数�

�割
軽減

見直し前の所得基準範囲

��万円＋��万円×被保険者数　

見直し後の所得基準範囲

��万円＋��万円×被保険者数�
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平成��年�月�日現在
（　）は前月との比較

　

�
月
の
年
金
相
談
日
を
お
知
ら

せ
し
ま
す
。
相
談
内
容
を
把
握
す

る
た
め
、
前
日
ま
で
に
予
約
を
お

願
い
し
ま
す
。
※
代
理
人
の
場
合

は
委
任
状
が
必
要
で
す
。

■
日
時　

�
月　

日
�
、　

日
�

��

��

午
前　

時
〜
午
後
�
時

��

■
場
所　

市
役
所
本
庁
舎

■
予
約
先　

津
山
年
金
事
務
所
お

客
様
相
談
室

℡
�
�
�
�（　

）�
�
�
�

��

■
問
い
合
わ
せ
先 
市
民
課 
村
瀬

℡（
�
�
�
）�
�
�
�　
　
　
　

　　

�
月　

日
�
〜　

日
�
ま
で
、

��

��

県
下
一
斉
に
春
の
交
通
安
全
県
民

運
動
が
展
開
さ
れ
、
こ
の
運
動
の

初
日
に
出
発
式
を
行
い
ま
す
。

■
日
時　

�
月　

日
�　

��

午
前　

時
〜
正
午

��

■
場
所　

真
庭
警
察
署
駐
車
場

■
内
容　

岡
山
県
警
音
楽
隊
の
演

奏
や
、
交
通
安
全
の
呼
び
か
け
な

ど
を
行
い
ま
す
。

■
目
的　

市
内
一
斉
に
広
報
活
動

を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
春
の
交
通

安
全
県
民
運
動
を
広
く
市
民
に
周

知
し
、
交
通
安
全
意
識
の
高
揚
を

図
り
、
交
通
事
故
防
止
の
徹
底
を

目
的
に
行
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先　

く
ら
し
安
全
課　

御
船

℡（
�
�
�
）�
�
�
�

　

今
年　

月
、
日
本
国
内
に
住
む

��

全
て
の
人
と
世
帯
を
対
象
と
し
た

国
勢
調
査
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
真

庭
市
で
は
、
こ
の
調
査
に
従
事
し

て
い
た
だ
く
調
査
員
候
補
者
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

■
応
募
で
き
る
人

　

秘
密
保
持
に
信
頼
が
お
け
る
な

ど
、
統
計
調
査
員
と
し
て
ふ
さ
わ

し
い
人 
、
調
査
期
間
中
、
責
任
を

持
っ
て
調
査
の
事
務
を
遂
行
で
き

る
人
、
選
挙
関
係
者
お
よ
び
徴 

税
・
警
察
に
直
接
関
係
の
な
い 

人
、原
則
と
し
て　

歳
以
上
の
人
、

��

そ
の
他
調
査
活
動
に
支
障
の
な
い

人
な
ど

■
募
集
人
数　

�
�
�
人

■
任
命
期
間　

�
月
下
旬
〜　

月
��

下
旬

■
仕
事
の
流
れ

①
調
査
員
説
明
会
へ
の
出
席

②
担
当
地
域
の
確
認

③
調
査
に
つ
い
て
の
説
明
と
調
査

書
類
の
配
布

④
調
査
票
の
回
収

⑤
調
査
票
の
整
理
と
提
出
、
市
か

ら
の
問
い
合
わ
せ
へ
の
対
応

■
申
込
方
法　

「
真
庭
市
統
計
調

査
員
候
補
者
登
録
書
」
に
必
要
事

項
を
記
入
し
、
総
合
政
策
課
ま
た

は
、
お
近
く
の
振
興
局
窓
口
へ
お

持
ち
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先　

総
合
政
策
課　

川
上

℡（
�
�
�
）�
�
�
�

※市役所の電話番号は、市内無料電話で表記しています。（市外局番 ����エリアは�、����エリアは�）

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
広
報
パ
レ
ー
ド

春
の
交
通
安
全
県
民
運
動　

����������

�日
�勝山病院・勝山
　����-��-����
�まつうら医院（内）・久世
　����-��-����
�日
�湯原温泉病院・湯原
　����-��-����
�イケヤ医院（内）・久世
　����-��-����
�日
�落合病院（内）・落合
　����-��-����
�金田病院（外）・落合
　����-��-����
�片岡医院（内）・湯原
　����-��-����
�日
�勝山病院・勝山
　����-��-����
�まにわ整形外科（外）・久世
　����-��-����
��日
�中山病院・久世
　����-��-����
�杉山医院（内）・久世
　����-��-����
��日
�湯原温泉病院・湯原
　����-��-����
�さくもとクリニック（外）・北房
　����-��-����
��日
�金田病院・落合
　����-��-����
�米田医院（内）・勝山
　����-��-����
��日
�近藤病院・勝山
　����-��-����
�吉弘クリニック（内）・北房
　����-��-����

　
�日
�落合病院（内）・落合
　����-��-����
�金田病院（外）・落合
　����-��-����
�宮島医院（内）・勝山
　����-��-����

�����

第 ７ 回 真庭市

　

日
本
赤
十
字
社
は
、
災
害
救
護

や
救
急
法
の
講
習
な
ど
の
活
動
を

し
て
い
ま
す
。活
動
を
支
え
る「
社

員
」（
�
�
�
円
以
上
の
社
費
を
拠

出
し
て
い
た
だ
け
る
人
）
の
増
強

を
推
進
し
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先  
福
祉
課  
三
船

℡（
�
�
�
）�
�
�
�

　

法
律
問
題
で
お
困
り
の
人
は
、

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
事
前

申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

■
日
時　

�
月
�
日
�

午
前　

時
〜
正
午
ま
で
受
け
付
け

��

■
場
所　

岡
山
地
方
・
家
庭
裁
判

所
津
山
支
部（
津
山
市
椿
�
下　

）
��

■
問
い
合
わ
せ
先

岡
山
地
方
裁
判
所
事
務
局
総
務
課

広
報
係

℡
�
�
�（
�
�
�
）�
�
�
�

年
金
相
談

予
約
を
お
忘
れ
な
く

国
勢
調
査
調
査
員
を
募
集
し
ま
す

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

赤
十
字
社
員
増
強
運
動

�
月
は
赤
十
字
運
動
月
間
で
す

ニ
ュ 
ー
ス
ポ
ー
ツ
フ 
ェ
ス
テ ィ
バ
ル

問い合わせ先　
スポーツ・文化振興課  ℡�-��-����

場
所
／
真
庭
や
ま
び
こ 
ス
タ
ジ
ア 
ム

いろんな
スポーツを
楽しもう!!

������������	

無
料
法
律
・
人
権
相
談
所

ご
相
談
く
だ
さ
い
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危
険
物
取
扱
者
保
安
講
習
会
を

次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

■
対
象
者　

危
険
物
製
造
所
・
取

扱
所
・
貯
蔵
所
な
ど
の
施
設
に
お

い
て
危
険
物
の
取
扱
作
業
に
従
事

す
る
人
で
、
取
扱
作
業
に
従
事
す

る
こ
と
と
な
っ
た
日
か
ら
�
年
以

内
の
人
、
ま
た
は
平
成　

年
に
保

��

安
講
習
を
受
講
し
た
人
、
お
よ
び

平
成　

年
度
に
免
状
の
交
付
を
受

��

け
た
人
で
す
。
該
当
の
人
は
必
ず

受
講
し
て
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

�
月　

日
�

��

午
前
�
時　

分
〜  
午
後
�
時　

��

■
場
所　

勝
山
文
化
セ
ン
タ
ー　

■
申
込
期
間　

�
月
�
日
�
〜　
��

日
�

 
※
講
習
願
書
は
消
防
本
部
お
よ

び
各
分
署
に
用
意
し
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先　

消
防
本
部
予
防
課　

原
田

℡（
�
�
�
）�
�
�
�

　

布
を
使
っ
た
か
わ
い
い
お
花
の

根
付
け
を
作
り
ま
す
。
ア
ク
セ
サ

リ
ー
に
ピ
ッ
タ
リ
で
す
。
皆
さ
ん

の
お
申
し
込
み
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。
参
加
す
る
人
は
裁
縫
道
具

を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

■
日
時 
�
月　

日
�

��

午
後
�
時
〜
�
時

■
場
所　

リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
ま

に
わ
（
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
ま
に

わ
内
）

■
参
加
費　

�
�
�
円

■
定
員　
 　

人
��

■
申
込
期
限　

�
月　

日
�

��

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
ま
に
わ

℡（
�
�
�
）�
�
�
�

　

�
等
・
前
後
賞
合
わ
せ
て
�
億

円
の
「
ド
リ
ー
ム
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く

じ
」
が
�
月　

日
�
か
ら
発
売
さ

��

れ
ま
す
。
ま
た
、
同
時
に
�
等
当

選
確
率
を
重
視
し
た
「
ド
リ
ー
ム

ジ
ャ
ン
ボ
ミ
ニ
�
�
�
�
万
」
も

発
売
さ
れ
ま
す
。
県
内
で
発
売
し

て
い
る
宝
く
じ
の
収
益
金
は
、
県

民
の
皆
さ
ん
の
生
活
を
よ
り
豊
か

に
す
る
た
め
に
幅
広
く
活
用
さ
れ

て
い
ま
す
。
宝
く
じ
は
、
ぜ
ひ
県

内
で
ご
購
入
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

岡
山
県
総
務
部
財
政
課

℡
�
�
�（
�
�
�
）�
�
�
�

■
ト
マ
ト
銀
行
（
ト
マ
ト
銀
行
交

通
安
全
協
力
会
）
よ
り
、
横
断
旗

財産活用課
℡�������������

�
��
�

●予定価格���万円以上の公共工事落札額を公表します。
●表記順
　《入札日→工事名（発注課）→落札者→落札額（税抜き額）》

��������	�

・落合中学校グラウンド整備工事（教育総務
　課）山本設備工業（株）…����������円

���������	

・国道���配水管（�工区）移設工事水道課）
　�醍醐建設…����������円

今月の掲載は、�/��、��日の入札実施分。 

�
�
�
本
と
夜
光
タ
ス
キ　

本
を

��

い
た
だ
き
ま
し
た
。

■
岡
山
県
石
油
商
業
協
同
組
合
真

庭
支
部
よ
り
、
防
犯
カ
メ
ラ
�
台

と
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
コ
ー
ン　

個
を

��

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

広
報
真
庭
�
月
号
� 
㌻ 
の
真
庭

市
制
施
行　

周
年
記
念
式
典
で
市

��

民
憲
章
を
朗
読
し
た
小
河
原
颯
馬

さ
ん
の
高
等
学
校
名
が
間
違
っ
て

い
ま
し
た
。
正
し
く
は
、
勝
山
高

校
で
し
た
。
訂
正
し
て
お
詫
び
し

ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

秘
書
広
報
課

危
険
物
取
扱
者
保
安
講
習
会

受
講
生
募
集

リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
手
芸
教
室

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か

ド
リ
ー
ム
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
販
売

宝
く
じ
の
購
入
は
岡
山
県
内
で

篤
志
寄
付

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

伊藤　基克さん（北海道札幌市）
中野　路子さん（福島県東白川郡塙町）
桜井　　守さん（茨城県つくば市）
渡辺　真也さん（茨城県取手市）
皆川　　健さん（茨城県日立市）
飯塚　俊輔さん（埼玉県越谷市）
佐藤　　弘さん（埼玉県坂戸市）
奥山　玲子さん（埼玉県新座市）
田中　幸雄さん（千葉県佐倉市）
小川　保枝さん（東京都江戸川区）
菅沼　信雄さん（東京都江東区）
増田　和恵さん（東京都江東区）
笹川　和志さん（東京都港区）
伊藤　淳二さん（東京都新宿区）
村上　嘉章さん（東京都杉並区）
栫　　幸宏さん（東京都世田谷区）
足立　紀生さん（東京都世田谷区）
宇野　成美さん（東京都中央区）
土屋孝一郎さん（東京都調布市）
山田　智成さん（東京都調布市）
金室　貴久さん（東京都板橋区）
小野　武博さん（東京都品川区）
前田　　悠さん（東京都品川区）
大谷　洋一さん（東京都文京区）
菅谷　一成さん（東京都文京区）
大野　昌久さん（富山県砺波市）
岡部　和穂さん（山梨県甲斐市）
森田　義次さん（愛知県西尾市）
後藤　正勝さん（愛知県名古屋市）
桐　　俊雄さん（愛知県名古屋市）
二村　光世さん（愛知県名古屋市）
溝口　優子さん（愛知県名古屋市）
三尾　文秋さん（三重県津市）
藤井　宏次さん（滋賀県甲賀市）
新田　　勉さん（大阪府泉南郡熊取町）
藤原　英治さん（大阪府大阪市）
宝上　竜也さん（大阪府大阪市）
井田　健一さん（兵庫県三田市）
坂井　　格さん（奈良県奈良市）
西井　道治さん（岡山県高梁市）
谷出　紀夫さん（広島県福山市）
杉田　憲一さん（福岡県福岡市）
森田　　寧さん（長崎県諫早市）
三輪　光倫さん（宮崎県宮崎市）

応 援
ふるさと納税として寄付金をいただきました。
交流定住推進課  ℡�-��-����

魅力あるまち づ く りを

お
詫
び
と
訂
正

申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん

平成��年�月入金分を掲載しています。
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勝
山
に
住
み　

年
を
過
ぎ
、
銀

��

婚
式
に
も
参
加
し
ま
し
た
。
た
く

さ
ん
の
友
だ
ち
に
も
恵
ま
れ
、
毎

日
を
楽
し
く
過
ご
し
て
い
ま
す
。

幼
な
じ
み
の
友
だ
ち
か
ら
、
古
里

の
風
景
が
テ
レ
ビ
で
放
映
さ
れ
る

と
メ
ー
ル
が
届
き
ま
し
た
。
私
は

「
の
れ
ん
の
町
勝
山
」の
放
映
を
知

ら
せ
た
り
、
月
一
度
の
心
境
を
メ

ー
ル
し
て
、
昔
の
思
い
出
を
懐
か

し
く
感
じ
て
い
ま
す
。
今
の
友
も

お
互
い
に
心
か
ら
話
し
合
え
る
こ

と
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。
友
だ
ち

っ
て
最
高
�

　

友
だ
ち
と
い
っ
て
も
同
級
生
や

同
世
代
、仕
事
を
共
に
し
た
仲
間
、

ま
た
地
域
の
人
と
の
友
だ
ち
と
い

ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
。
で
も
ど
ん
な

世
代
の
友
だ
ち
も
、
私
に
と
っ
て

は
か
け
が
え
の
な
い
大
事
な
友
だ

ち
で
す
。
特
に
同
級
生
な
ん
か
と

医
院
や
ス
ー
パ
ー
な
ど
で
ふ
い
に

出
会
っ
て
も
、「
や
ぁ
、
久
し
ぶ

り
！
元
気
？
」
の
ひ
と
言
を
交
わ

す
と
も
う
い
ろ
い
ろ
と
話
に
夢
中

に
な
っ
て
、
心
は
昔
の
若
き
日
に

タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し
、
つ
い
つ
い

長
話
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
年

を
寄
せ
る
と
特
に
い
ろ
い
ろ
若
い

こ
ろ
の
こ
と
が
懐
か
し
く
思
い
出

さ
れ
、「
友
と
は
読
ん
で
字
の
如

し
」
又
で
別
れ
又
出
会
い
と
終
生

の
よ
き
友
で
私
の
心
の
絆
で
す
。

友
よ
い
つ
ま
で
も
お
互
い
元
気
で

頑
張
ろ
う
ね
。

今
月
の
テ
ー
マ

�������
友
だ
ち 
�

お便り
お待 ちし ています !
メールの場合は
ｈｉｓｈｏ@ｃｉｔｙ�ｍａｎｉｗａ�ｌｇ�ｊｐ

テーマは
��家�です 。
自慢の家、珍しい家、祖
父母の家での思い出など、
���字程度でお寄せくだ
さい。

川柳の兼題は
��運�です。
お便りは、同封したはが
きをご利用ください。川
柳の締め切りは�月��日
�です。

 �月号では、

�挑戦�
 についてお便りを募集
しています。
（�月��日締め切り）

�月号 読者の広場

読者の広場は皆さ
んから寄せられた
ハガキなどでつく
るページです。

今 月は、
寄せられたお便り
��通の中から
チ ョ イス

　

昭
和　

年
の
事
で
す
。
中
学
を

��

卒
業
し
て
大
会
社
に
と
就
職
を
し

ま
し
た
。
そ
の
当
時
は
�
千
人
と

い
う
大
会
社
で
し
た
。
入
社
当
時

は
田
舎
育
ち
の
私
に
と
っ
て
は
、

驚
き
の
日
々
で
し
た
。
住
む
と
こ

は
、
畳
の
部
屋
に　

人
の
女
工
さ

��

ん
と
生
活
し
ま
し
た
。
友
だ
ち
と

の
ル
ー
ル
、
室
長
さ
ん
の
指
導
の

下
で
風
呂
に
入
る
マ
ナ
ー
を
厳
し

く
指
導
を
受
け
�
カ
月
の
養
成
期

間
を
無
事
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
二
交
代
制
で
朝
�
時
に
起

床
し
便
所
掃
除
と
部
屋
掃
除
、
�

時
半
か
ら
職
場
に
入
り
、
�
時
半

��
友
だ
ち
�松

尾
恵
子
さ
ん（
組
）

▼

 PN あおい

▼

 PN みんな大好き

▼

 PN ピッコ ロ

▼

 もりたみきえ

��
友
だ
ち
�

門
野
順
子
さ
ん（
月
田
）

��
友
だ
ち
�稲

岡
雅
子
さ
ん（
上
）

������達成者募集 募集期間：�月�日�～�月��日�
“����”はハチマルニイマルと読み、「��歳になっても��本以上の自分の歯を保と
う」という運動です。いつまでもおいしく食事を楽しめ、また健康長寿をめざせる
ように、“����”を達成している人を広く募集し表彰します。

応募対象�真庭市内に居住する��歳以上の人で自分の歯を��本以上保
っている人。ただし、過去に市の実施した����達成表彰を受けた人は除く。

応募方法�自薦他薦を問わずに該当する人は、推薦書にて申し込んで
ください。推薦書は健康推進課および各振興局と市内歯科医院にあり
ます。また真庭市ホームページからもダウンロードできます。

申し込み/問い合わせ先申し込み/問い合わせ先

健健康推進課 宮本康推進課  宮本

℡℡��--����--��������



 福  原   沙 彩    ちゃん

ふく はら さ や

Ｈ������� 生まれ（下市瀬）
◯応  正恵さん（母）

 山  下  嵯 月    ちゃん
やま した さ つき

Ｈ������� 生まれ（草加部）
◯応  隆・千晶さん（両親）

 神  田   玲 奈    ちゃん

かん だ れ な

Ｈ ��� �� �� 生まれ（蒜山東茅部）
◯応  佳津江さん（母）

�月生まれ募集中 !

ま
で
の
仕
事
。
部
屋
に
帰
り
落
ち

着
く
暇
も
な
く
習
い
事
の
お
花
教

室
に
通
い
ま
し
た
。
大
会
社
で
マ

ナ
ー
な
ど
を
習
得
し
た
お
か
げ

で
、
他
家
に
嫁
ぎ
嫁
修
行
に
大
変

助
か
っ
た
と
感
謝
し
て
い
ま
す
。

大
会
社
で
は
友
と
の
絆
を
大
切
に

す
る
こ
と
も
教
え
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
現
在
の
生
活
に
友
は
欠
か

せ
な
い
存
在
で
す
。
辛
い
と
き
悲

し
い
と
き
も
励
ま
し
と
な
っ
て
く

だ
さ
る
友
で
す
。
近
く
の
友
を
大

切
に
日
々
を
感
謝
し
な
が
ら
残
り

の
人
生
を
謳
歌
し
て
生
き
よ
う
と

思
う
今
日
こ
の
頃
で
す
。

　

「
お
は
よ
う
お
ば
さ
ん
」
と
し

て
、
毎
朝
湯
原
小
学
校
の
校
門
の

���Maniwa

島村さんに届いた寄せ書き

��
思
い
も
よ
ら
ぬ
プ
レ
ゼ
ン
ト
�

島
村
昭
子
さ
ん（
釘
貫
小
川
）

前
に
立
っ
て
登
校
し
て
く
る
児
童

に
声
掛
け
を
し
て
い
ま
す
。「
口
う

る
さ
い
お
ば
さ
ん
じ
ゃ
な
ぁ
」
と

思
わ
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
と
思
い

つ
つ
も
、「
お
は
よ
う
」
と
大
き
な

声
で
声
掛
け
を
し
て
�
年
。
�
月

　

日
に
思
い
も
よ
ら
ぬ
プ
レ
ゼ
ン

��ト
が
届
き
ま
し
た
。
私
を
含
め
�

人
そ
れ
ぞ
れ
に
「
い
つ
も
あ
り
が

と
う
。元
気
が
出
ま
す
」と
の
子
ど

も
た
ち
か
ら
の
寄
せ
書
き
で
す
。

や
っ
て
い
て
良
か
っ
た
と
思
う
と

同
時
に
、
気
遣
い
の
で
き
る
湯
原

の
子
た
ち
を
誇
り
に
思
っ
た
出
来

事
で
し
た
。頑
張
れ
！
湯
原
っ
子
。

こ
れ
か
ら
も
お
ば
ち
ゃ
ん
た
ち
は

見
守
っ
て
い
く
よ
。

　

毎
年
楽
し
み
に
し
て
い
る
醍
醐

桜
を
見
に
行
き
ま
し
た
。
綺
麗
な

花
が
咲
い
て
い
る
の
だ
ろ
う
と
心

躍
ら
せ
て
い
ま
し
た
が
、
今
年
の

桜
に
は
あ
ま
り
花
が
咲
い
て
お
ら

ず
、
少
し
残
念
な
気
持
ち
に
な
り

ま
し
た
。
昨
年
は
あ
ん
な
に
き
れ

い
な
花
を
咲
か
せ
て
い
た
の
に

…
。
昨
年
頑
張
り
す
ぎ
て
、
今
年

は
少
し
休
憩
の
年
だ
っ
た
の
か

な
。
今
年
は
ゆ
っ
く
り
休
ん
で
、

来
年
は
ま
た
き
れ
い
な
花
を
咲
か

せ
て
ほ
し
い
で
す
。

 藤  井   心 遥    ちゃん

ふじ い こ はる

Ｈ������ 生まれ（栗原）
◯応  栄治・夕子さん（両親）

 清  水   陽 奈    ちゃん

し みず ひ な

Ｈ������ 生まれ（月田）
◯応  洸輝・彩加さん（両親）

★対象★
発行月に�歳の誕生日を迎え
られる市内在住のお子さん。
★応募期限★
誕生月の前の月の��日まで
★掲載内容★
�お子さんの写真�氏名（ふ
りがな）�性別�生年月日�
住所�応募者のお名前と続柄
★応募および問い合わせ先★
総合政策部秘書広報課
〒���-����真庭市久世����-�
ＴＥＬ�-��-����（ＦＡＸ����）
Ｅ-ｍａｉｌ：ｈｉｓｈｏ@ｃｉｔｙ�ｍａｎｉｗａ�ｌｇ�ｊｐ

1歳のお祝いに
広報真庭に写真を

初めて迎える誕生日の
記念に、お子さんの写
真を広報真庭に掲載し
ませんか。お送りいた
だければもれなく掲載
します。持参、郵送、
メールいずれでも結構
です。

こ
こ
か
ら
は 
、皆
さ
ん
か
ら
寄
せ

ら
れ
た「
テ
ー
マ
」以
外 
の
お
便

り
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

��
今
年
の
桜
�

　
 
写
楽
さ
ん（
久
世
）

PN

���������������	�
��������
モンゴルに視覚障がい者の職業訓練校を設立した
元県立岡山県盲学校教頭竹内昌彦先生の貴重な半生を描いた、 愛といのちの物語

完成
報告

※詳しくは、お問い合わせください。    �問  拝見竹内昌彦先生映画化実行委員会  ℡���-���-����

■日時   �月��日� ��：��～��：��
■会場  勝山文化センター

当日鑑賞券

大人　 �����円
小中学生 ���円



Maniwa ��

��������	
　  〒���-���� 真庭市鍋屋��-�
　  エスパスセンター�階
　  ＴＥＬ�-��-����　ＦＡＸ�-��-����
　  開館時間　�：��～��：��　
　  休館日　毎週水曜日（祝日の場合は翌日が休み）

今月のおすすめの本出
雲
街
道
を
地
域
の
財
産
と
し
て

　
　

石
川
日
出
夫
さ
ん（
本
郷
）

　

出
雲
街
道
が
、
時
代
の
流
れ
と

と
も
に
使
わ
れ
る
こ
と
が
な
く
な

っ
て
そ
の
存
在
が
忘
れ
ら
れ
て
い

る
こ
と
を
知
り
、
出
雲
街
道
勝
山

宿
の
会
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
活

動
は
、
今
回
の
よ
う
な
街
道
歩
き

の
イ
ベ
ン
ト
の
ほ
か
に
、
地
図
の

作
成
や
道
標
の
設
置
も
し
て
い
ま

す
。
出
雲
街
道
が
真
庭
市
の
観
光

資
源
と
な
り
、
地
域
の
活
性
化
に

つ
な
が
っ
て
い
く
よ
う
、
街
道
歩

き
を
開
い
て
い
き
た
い
で
す
。

新
し
い
校
舎
を
大
切
に

福
田
和
真
さ
ん（
下
方
）

　

僕
た
ち
の
通
う
落
合
中
学
校
の

校
舎
が
新
し
く
な
り
ま
し
た
。
ま

ず
建
設
に
携
わ
っ
て
い
た
だ
い
た

方
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。
個
人
的

に
は
う
れ
し
い
気
持
ち
で
す
が
、

そ
の
反
面
、
�
年
間
通
っ
た
旧
校

舎
が
無
く
な
る
の
は
悲
し
い
気
持

ち
も
少
し
あ
り
ま
す
。
新
校
舎
を

こ
の
ま
ま
の
き
れ
い
な
状
態
で
維

持
し
て
い
き
た
い
し
、
後
輩
た
ち

に
も
き
れ
い
に
使
っ
て
ほ
し
い
で

す
。
そ
し
て
旧
校
舎
が
使
わ
れ
た

年
数
と
同
じ
く
ら
い
新
し
い
校
舎

も
使
っ
て
い
け
た
ら
い
い
な
と
思

い
ま
す
。

千
本
桜
の
開
花
を
待
ち
わ
び
て

湯
栗
健
太
さ
ん（
蒜
山
湯
船
）

　

蒜
山
千
本
桜
植
樹
式
に
参
加
し

ま
し
た
。
雨
の
中
で
の
作
業
と
い

���年家系図ということは、
江戸時代までさかのぼりま
す。この本に登場するのは
「戸籍」です。いままで知
らなかった先祖の名前を知
る。ただそれだけで温かい
気持ちになれます。イラス
トも豊富で家系図の本とし
てはとても読みやすいです。

う
こ
と
で
大
変
で
し
た
が
、
な
る

べ
く
早
く
花
を
付
け
て
欲
し
い
と

い
う
思
い
を
込
め
て
丁
寧
に
植
樹

を
し
ま
し
た
。
こ
の
イ
ベ
ン
ト
で

と
て
も
良
か
っ
た
と
感
じ
て
い
る

こ
と
は
、
地
域
の
人
た
ち
が
一
致

団
結
し
て
植
樹
を
し
て
い
た
と
い

う
こ
と
で
す
。
こ
の
千
本
桜
を
、

地
域
の
絆
の
証
と
し
て
何
年
も
先

ま
で
大
切
に
残
し
て
い
く
こ
と
が

で
き
れ
ば
嬉
し
い
で
す
。
ま
だ
時

間
は
か
か
る
と
思
い
ま
す
が
、
満

開
の
千
本
桜
を
見
る
日
が
待
ち
遠

し
い
で
す
。

「ひだパン」
飛田和緒／作　東京書籍

「食パン」といえば洋食？い
えいえ、食パンはどんな具
材にも合う、まさに「ごは
ん」のような存在です。ひ
じきやきんぴらごぼう、キ
ュウリだってはさんで、の
せて、おいしい食事です。
あなたの一押しを作ってみ
ましょう！

あなたは今、楽しく生きて
いますか？限られたいのち
をどう使うか、競争の意味、
けんかの流儀など、あなた
の「？」に答えます。子ど
もたちへのメッセージです
が、大人が読んでも気付か
される事が多い本です。

「みらいへの教科書」
菊田文夫／作　学研教育みらい

「自分でつくれる���年家系図 」
橋本雅幸／作　旬報社

▼

 PN り く

▼

 PN コマじろうう

▼

 押目夏葵

「あずきとぎ」
京極夏彦／作　絵：町田尚子　岩崎書店

妖怪を信じますか？あ、テ
レビで人気の妖怪みたいに
かわいい絵本ではないです
よ。怖い絵本です。妖怪な
んて怖くない。大丈夫だ
よ！って言ってるキミ、気
を付けて。大人が「危ないか
らだめ」って言ったところ
には行かない方がいいよ。



蒜山の春の風物詩 （�����）
蒜山の春の訪れを告げる山焼きが行われました。枯れ草に火をつけると、
薄茶色だった草原がバチバチと勢いよく燃え広がり、一面を黒く染めて
いきました。山菜の成長促進などに効果がある毎年恒例行事です。
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川 柳   「土」
い
い
日
和
今
日
の
プ
ラ
ン
は
土
い
じ
り　
　

菊
池
千
江
子　

本
郷

働
け
る
幸
せ
余
生
を
土
に
生
き　
　
　
　
　

瀧
上
秀
子　
　

落
合
垂
水

宅
急
便
土
が
つ
い
て
る
芋
も
あ
り　
　
　
　

木
目
木
六　
　

上
河
内

土
と
と
も
に
喜
怒
哀
楽
の
幾
十
年　
　
　
　

本
森
定
江　
　

種

土
の
中
春
待
ち
わ
び
て
背
の
び
す
る　
　
　

君
影
草　
　
　

組

相
棒
の
土
と
暮
ら
し
て
土
に
な
る　
　
　
　

永
田
寿
道　
　

樫
東

苗
床
の
土
は
農
協
指
定
ず
み　
　
　
　
　
　

庄
司
美
佐
恵　

久
世

今
日
も
無
事
野
良
着
の
土
を
振
り
は
ら
い　

仲
田
孝
江　
　

組

土
起
こ
す
山
の
む
ら
に
も
春
目
覚
め　
　
　

大
森
喜
久
恵　

西
原

古
里
も
ま
だ
ま
だ
元
気
土
埃
り　
　
　
　
　

楢
本
公
枝　
　

上
市
瀬

土
い
じ
り
性
格
出
る
と
夫
言
い　
　
　
　
　

庄
司
も
と
み　

久
世

竹
踏
み
の
為
に
有
っ
た
か
土
踏
ま
ず　
　
　

小
谷
義
孝　
　

月
田

竹
ノ
子
は
故
里
の
土
つ
け
て
来
る　
　
　
　

美
甘
栄
枝　
　

蒜
山
上
長
田

土
の
温
み
に
抱
か
れ
て
咲
い
た
こ
ぼ
れ
種　

若
田
万
寿
子　

落
合
垂
水

土
筆
と
書
い
て
つ
く
し
は
合
い
ま
す
ね　
　

小
椋
蓉
子　
　

下
湯
原

土
の
中
ど
ん
な
相
談
し
て
咲
い
た　
　
　
　

横
山
と
も
子　

久
世

土
に
種
あ
ず
け
て
春
を
信
じ
ま
す　
　
　
　

行
本
愼
五　
　

久
世

選：久世川柳会　長迫ひろ子さん
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真庭市栄養改善協議会の提供です

▼

 PN ハナ王子

たけのこのきんぴら

たけのこを太めのせん切りにすると、たけの
この独特の食感が残っておいしいですよ。

今月のレシピ
提供は

豊田弘子さん
（落合支部）

 材料 （４人分）

・ゆでたけのこ ���ｇ
・ニンジン ��ｇ　・ショウガ ��ｇ
・かつお節　�パック（�ｇ）
　　  濃口しょうゆ　大さじ�
　　  酒　大さじ�
　　  みりん　大さじ�
・ごま油　小さじ�
・白炒りごま　大さじ�

 作り方

＜１人分栄養価＞
　エネルギー��� ｋｃａｌ    たんぱく質 � . �ｇ  
　脂質 �. �ｇ  カルシウム �� mg
　食塩相当量 �. �ｇ

�
�
�
�

◯A
 

①ゆでたけのこは、太めのせん切りにす
る。ニンジンは、せん切りにして、さ
っとゆでる。ショウガは、みじん切り
にする。
②鍋にごま油小さじ�を熱して、ショウ
ガ、たけのこ、ニンジンの順に炒め、
　◯A で味をつける。
③かつお節を加えて、水分がなくなるま
で炒め煮にする。仕上げにごま油小さ
じ�を加える。
④器に盛って、白ごまをふる。

今
月
の���

▼

 PN こう
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健康のススメ�

　

現
在
、
日
本
国
内
で
は
約　

万
��

人
の
人
が
胃
が
ん
に
か
か
り
、
毎

年
�
万
人
以
上
の
人
が
命
を
失
っ

て
い
ま
す
。
日
本
人
の
死
因
の
第

一
位
は
が
ん
で
あ
り
、
そ
の
う
ち

胃
が
ん
に
よ
る
死
亡
率
は
、
男
性

で
は
肺
が
ん
に
次
い
で
第
�
位
、

女
性
で
は
、
大
腸
が
ん
、
肺
が
ん

に
次
い
で
第
�
位
で
す
。

　

胃
が
ん
の
約　

㌫ 
は
、
ヘ
リ
コ

��

バ
ク
タ
ー
・
ピ
ロ
リ
菌
（
以
下
、

ピ
ロ
リ
菌
）
感
染
が
原
因
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。
多
く
は
�
〜
�
歳

時
に
感
染
し
、
ピ
ロ
リ
感
染
胃
炎

と
な
り
、
慢
性
持
続
性
胃
炎
か
ら

萎
縮
性
胃
炎
と
な
り
胃
が
ん
が
発

生
し
ま
す
。
ピ
ロ
リ
菌
に
感
染
し

て
い
る
人
が
す
べ
て
胃
の
病
気
に

な
る
わ
け
で
は
な
く
、
ピ
ロ
リ
菌

感
染
者
の
中
で
、
毎
年
�
〜
�
㌫

 
の
人
に
胃
潰
瘍
・
十
二
指
腸
潰
瘍

お話：近藤病院  院長   近藤 秀則 さん ���������������������

が
発
生
し
、
�
・
�
〜
�
・
�
㌫ 
の

人
に
胃
が
ん
が
発
生
す
る
と
推
測

さ
れ
て
い
ま
す
。 

　

血
液
の
ピ
ロ
リ
菌
抗
体
価
と
ペ

プ
シ
ノ
ゲ
ン
検
査
に
よ
り
胃
が
ん

危
険
度
を
診
断
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
胃
が
ん
の
危
険
度
を
Ａ
、

Ｂ
、
Ｃ
の
�
群
に
分
類
す
る
こ
と

を
Ａ
Ｂ
Ｃ
分
類
と
い
い
ま
す
。
お

お
む
ね
Ａ
群
は
ピ
ロ
リ
菌
未
感
染

の
人
、
Ｂ
群
は
ピ
ロ
リ
菌
感
染
に

伴
う
炎
症
は
あ
る
が
、
萎
縮
の
程

度
は
軽
い
人
、
Ｃ
群
は
ピ
ロ
リ
菌

感
染
に
伴
う
萎
縮
の
進
行
し
た
人

と
判
断
で
き
ま
す
。

　

真
庭
市
で
胃
が
ん
Ａ
Ｂ
Ｃ
検
診

が
始
ま
り
、
今
年
で
�
年
目
を
迎

え
ま
す
。
平
成　

年
度
か
ら　

年

��

��

度
ま
で
の
�
年
間
で
�
例
の
胃
が

ん
が
発
見
さ
れ
、
す
べ
て
早
期
が

ん
で
自
覚
症
状
が
な
い
人
で
し

た
。
Ａ
Ｂ
Ｃ
検
診
は
、
血
液
検
査

を
受
け
る
だ
け
で
、
胃
が
ん
に
な

り
や
す
い
人
、な
り
に
く
い
人（
胃

が
ん
リ
ス
ク
）
を
設
定
し
ま
す
。

ま
た
、
程
度
に
応
じ
て
検
診
間
隔

を
設
定
し
、
効
率
的
に
が
ん
検
診

を
行
う
方
法
で
す
。

　

平
成　

年
�
月
ピ
ロ
リ
感
染
胃

��

炎
の
除
菌
治
療
が
保
険
適
用
と
な

り
ま
し
た
。Ａ
Ｂ
Ｃ
検
診
を
受
け
、

Ｂ
群
・
Ｃ
群
と
判
定
さ
れ
た
ら
、

医
療
機
関
で
内
視
鏡
検
査
を
受
け

て
、
ピ
ロ
リ
感
染
胃
炎
と
診
断
さ

れ
れ
ば
、
除
菌
治
療
が
保
険
診
療

で
可
能
と
な
り
ま
す
。
胃
が
ん
の

早
期
発
見
（
二
次
予
防
）
も
、
と

�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
��
	

胃が んABC検診とピロ リ 菌除菌

て
も
大
切
で
す
が
、
胃
が
ん
の
病

因
が
ピ
ロ
リ
菌
と
特
定
さ
れ
た
現

在
で
は
、
ま
ず
自
分
の
ピ
ロ
リ
菌

感
染
の
有
無
を
Ａ
Ｂ
Ｃ
分
類
で
チ

ェ
ッ
ク
し
、
も
し
感
染
が
あ
れ
ば

で
き
る
だ
け
早
期
に
除
菌
治
療

（
一
次
予
防
）を
行
う
こ
と
を
お
勧

め
し
ま
す
。

　

平
成　

年
度
か
ら
真
庭
市
の
Ａ

��

Ｂ
Ｃ
検
診
は
最
新
の
知
見
を
導
入

し
ま
し
た
。
今
ま
で
一
度
も
Ａ
Ｂ

Ｃ
検
診
を
受
け
て
い
な
い
人
、
ま

だ
自
分
の
ピ
ロ
リ
菌
感
染
に
つ
い

て
知
ら
な
い
人
は
、
ぜ
ひ
今
年
こ

そ
Ａ
Ｂ
Ｃ
検
診
を
受
診
し
て
く
だ

さ
い
。

は
じ
め
に

市
民
の
皆
さ
ん
へ

ピ 
ロ
リ
菌
の
除
菌

胃
が
ん
Ａ
Ｂ
Ｃ
検
診

健康診査、各種がん検診が始まります。
内容、集団検診の日程な
どは平成��年度保健だ
よりをご覧ください。
検（健）診は生活習慣を
はじめとする病気の予防
には欠かせません。大切
な家族のため、自分のた
めに年に�度は必ず検診を受けましょう。

■受診方法　事前に医療機関に申し込み
をし、当日検診料金、名前シール（ある
人のみ）をご持参ください。
集団検診については、保健だよりで日程を
確認の上、検診料金、名前シールを持参し
直接会場にお越しください。（予約不要）

胃
が
ん
と
ピ
ロ
リ
菌

胃
の
健
康
度（
Ａ
Ｂ
Ｃ
分
類
）

問い合わせ先
健康推進課　寺沖  ℡�-��-����

検診を受けましょう
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��歳から��歳までの人が対象

特定健診を受診しまし ょ う
年に一度の健康チェックを！
　特定健康診査（特定健診）は血液検査などにより、あなたの健康状態を確認する絶好のチャンスで
す。生活習慣病のリスクを高めるメタボリックシンドロームを、より早い段階で発見し、生活習慣病
の予防・改善につなげることを目的としています。毎日を元気で快適に暮らしていくために、ぜひ特
定健診を受診しましょう。なお、より多くの検査を希望する人は、国保人間ドックをご利用いただく
か、がん検診とあわせて特定健診を受診することができます。

※真庭市国民健康保険以外の保険に加入している人は加入先の保険者にお問い合わせください。
※すでに治療中の人も特定健診の対象者ですが、受診については主治医にご相談ください。

特定保健指導も忘れずに
　健診の結果、基準に該当した人は特定保健指導を受けてください。医師、保健師、栄養士などの専
門家から生活習慣改善のための指導を無料で受けることができます。

�問   生活環境部市民課  長須  ℡�-��-����

対象・受診期間・自己負担額

※実施医療機関や検査内容については、対象者にお送りしている受診案内をご確認ください。

国保人間ドック特定健康診査

真庭市国民健康保険に加入している 
��歳から��歳未満の人（年度末年齢）

対　象　者

�月�日�～��月��日��月�日�～��月��日�受 診 期 間

Ａコース ������円 
Ｂコース ������円

�����円自己負担額

動脈硬化の進行�

重症化する前に…�
特定健診を受診し健康状態をチェック�

不規則な生活�
偏った食生活、運動不足、睡眠不足、ストレス過剰 など�

結果を確認�

これからも�
気を付けて�
生活しましょう�

特定保健指導�

生活習慣�
改善を計画�

異常なし�異常あり�

健康づくり�
スタート�

生活習慣病はこのように進行します�

内臓脂肪型肥満�

放置すると�

高血圧�高血糖� 脂質異常�

メタボリック�
シンドローム�

脳卒中、心疾患（心筋梗塞など）�
  糖尿病合併症（人工透析・失明）などの発症�

早期発見�

＋�



茅部神社の桜並木（�/��）

岩井畝の大桜（�/�）

美甘宿場桜（�/��）

久世トンネル桜（�/�）

　�月下旬から少しずつ桜前線が北上し、約�カ
月にわたり市内各地でお花見ができました。訪れ
た観光客らは、桜並木をゆっくり歩きながら、春
を満喫していました。少しだけですが、今年の桜
を紹介します。

����������������

宇宙桜を淡路市へ
�月��日、震災復興祈念で兵
庫県淡路市に宇宙桜（別所）の
苗木を寄贈するため、「ＮＰＯ
法人・醍醐桜未来プロジェク
ト」が美咲町の園芸家氏平さん
を招き、取り木作業を行いまし
た。�年後には移植可能なま
でに成長し、寄贈されます。
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まちの話題

このコーナーは、皆さんや振興局から寄せられた情報で作成していきます

　

中
津
井
雛
の
文
化
ま
つ
り
（
中
津
井
や

ま
び
こ
会
主
催
）
が
�
月　

日
と　

日
の

��

��

�
日
間
、
な
か
つ
い
陣
屋
周
辺
で
行
わ
れ

ま
し
た
。
会
場
で
は
江
戸
時
代
に
呰
部
の

庄
屋
か
ら
児
島
の
塩
田
王
・
野
崎
家
へ
嫁

入
り
し
た
際
の
「
輿
入
れ
道
中
」
が
再
現

さ
れ
ま
し
た
。
仲
人
を
務
め
た
と
さ
れ
る

陽
明
学
者
・
山
田
方
谷
や
人
足
姿
な
ど
に 

扮
し
た
や
ま
び
こ
会
メ
ン
バ
ー
約　

人
が

��

行
列
を
つ
く
り
、
往
事
の
に
ぎ
わ
い
を
演

出
し
、
多
く
の
観
光
客
や
カ
メ
ラ
マ
ン
の

注
目
を
集
め
て
い
ま
し
た
。

輿入れ道中を見る多くの観光客

　　 豆カ レーをお披露目

湯原温泉の女将で作るシャ

クナゲ会が、湯原特産の青

大豆を使ったカレーを開発

し、湯原温泉ミュージアム

で試食会を開きました。湯

原温泉の新たなお土産にし

ようと制作。来場者は風味

や食感を楽しみました。

�/��

　　 交通・少年警察協助員に委嘱状伝達

本年度の交通・少年警察協

助員の委嘱状伝達式が真庭

警察署で行われました。委

嘱された交通警察協助員��

人、少年警察協助員��人が、

事故や犯罪のない地域づく

りに向けて決意を新たにし

ました。

�/�

　　 湯原で全国大会開催

第��回全国ベテランペタン

ク大会が�月�、�日に湯

原温泉スポーツ公園で開か

れました。真庭市内をはじ

め、埼玉県や岐阜県などか

ら��歳以上の愛好者の��チ

ームが参加し、互いに交流

を深め合っていました。

�/�

　　 ホルスタインの優秀さを競う

第��回中国地区ブラック＆

ホワイトショウが全農岡山

県本部総合家畜市場で開か

れました。約���頭のホルス

タインが出品され、体格や

胸のはりなどを審査。各部

門で表彰を行い酪農業の発

展を期しました。

�/�

　　 千本桜に願いを込めて

蒜山上福田にある川上自然

運動公園で蒜山千本桜植樹

式が行われ、 地元の人を中心

に約 ��� 人が参加し ま し た。

参加者は、千本の桜が一面

に咲き誇るよう願いを込め

て丁寧に苗木を植えていま

した。

�/��

江
戸
時
代
の
嫁
入
り
を
再
現

中
津
井
雛
の
文
化
ま
つ
り

　

出
雲
街
道
を
歩
く
イ
ベ
ン
ト
が
�
月　
��

日
に
開
か
れ
、
真
庭
市
内
を
中
心
に
約　
��

人
が
参
加
し
ま
し
た
。
参
加
者
は
松
江
藩

の
藩
主
が
参
勤
交
代
の
時
に
通
っ
て
い
た

と
さ
れ
る
道
を
中
心
に
、
美
甘
の
田
口
地

区
か
ら
勝
山
文
化
セ
ン
タ
ー
ま
で
歩
き
ま

し
た
。
ガ
イ
ド
の
出
雲
街
道
勝
山
宿
の
会

の
メ
ン
バ
ー
が
、
道
中
で
山
中
一
揆
に
縁

の
あ
る
場
所
や
、
今
は
石
積
み
だ
け
が
残

っ
て
い
る
茶
屋
の
跡
地
な
ど
に
つ
い
て
解

説
し
、
参
加
者
は
当
時
と
今
の
暮
ら
し
の

違
い
を
感
じ
て
い
ま
し
た
。

歴
史
と
文
化
を
感
じ
て

出
雲
街
道
歩
き
会

景色を眺めながら歩く参加者
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広
報
真
庭   
●
月
号

　���

が�

編
集
後
記�

　

「
編
集
後
記
楽
し
み
に
見
て
る
よ
」

「
広
報
紙
は
ま
ず
そ
こ
か
ら
読
む
よ
」 

な
ど
と
よ
く
言
わ
れ
ま
す
。
広
報
紙
の

紙
面
は
い
ろ
い
ろ
な
ル
ー
ル
が
あ
り
ま

す
が
、
こ
の
編
集
後
記
は
比
較
的
好
き

な
こ
と
を
書
け
ま
す
。
昨
年
の
を
読
み

返
す
と
、
僕
の
書
い
て
い
る
こ
と
は
、

他
の
人
に
比
べ
緩
い
感
じ
で
す
。
こ
れ

か
ら
も
緩
い
感
じ
で
書
い
て
い
き
ま

す
。
お
楽
し
み
に
。
で
す
が
、
中
身
も

し
っ
か
り
読
ん
で
く
だ
さ
い
ね
。 

横
山

　

先
日
、
あ
る
被
写
体（
建
物
）を
撮
影

し
て
い
た
と
き
の
こ
と
。「
あ
そ
こ
の 

斜
面
を
登
れ
ば
、
も
っ
と
イ
イ
感
じ
の

写
真
が
撮
れ
る
か
も
」
と
思
い
つ
き
ま

し
た
。
し
か
し
、
そ
の
前
に
は
結
構
深

い
溝
が
…
。
勇
気
を
出
し
て
、
カ
メ
ラ

を
持
っ
た
ま
ま
エ
イ
ッ
と
ジ
ャ
ン
プ
。

老
化
と
運
動
不
足
と
は
怖
い
も
の
で
、

そ
れ
以
来
右
足
が
痛
い
で
す
。
そ
れ
で

も
、
果
敢
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
自
分
を

自
分
で
ほ
め
て
あ
げ
た
い
。 

江
崎

�
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�
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�
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「
お
茶
摘
み
体
験
」
や
「
製
茶
体
験
」
と
い
っ
た
今
で
は
貴
重

な
体
験
が
で
き
る
ほ
か
、
爽
や
か
な
コ
ク
の
あ
る
新
茶
と
温
か

い
お
も
て
な
し
で
日
頃
の
疲
れ
を
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
。

　

ま
た
、
地
元
住
民
に
よ
る
出
店
テ
ン
ト
で
は
、
地
元
特
産
の

お
茶
製
品
や
軽
食
な
ど
が
販
売
さ
れ
ま
す
。

■
日
時　

�
月　

日
�　

午
前
�
時
〜

��

■
場
所　

富
原
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

　
　
　
　
　
　
　

�問
 
　

「
富
原
お
茶
ま
つ
り
」
実
行
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

℡
�
�
�
�（　

）�
�
�
�

��

������ 第 � 期   蒜山地域の古代 ・ 中世
場所／蒜山郷土博物館　時間／各回  午後�時��分～�時

■問い合わせ先　蒜山郷土博物館　前原・深見　℡�-��-����

定員�各回��人　参加費��回���円 ※�回共通券�,���円（限定��枚）
申込方法�当日受付（共通券は博物館にお申込みください）　 申込締切�共通券は��人に達した場合締切

�月��日�　
蒜山高天原伝説の原点を求めて
伝説は誰によって、どのように生まれたのか？―

�月��日�
��万年前を掘る
―蒜山原の最初の人びと―

�月�日�　
蒜山の原始・古代
―縄文から四つ塚古墳の時代まで―

�月��日�
源平内乱の時代と蒜山
―真庭北部への戦乱の影響―

�月��日�
中世民衆の祈りと暮らし
―神と仏に関わる蒜山の農民―

�月��日�
石と地名が語る知られざる蒜山の中世
―蒜山の集落の誕生と個性―

�月��日�　
蒜山の戦国時代
―真庭激動の時代、戦いと山城の視点から―

�月�日�　
徹底解明・大宮踊の研究
―踊り・由来について全編新知見―

第�回

第�回

第�回

第�回

第�回

第�回

第�回

第�回

真庭市制施行��周年記念
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